
































3d5/2 a Nb-0 Nb-C Nb･Nh
shift(ev)(A)
1.7 4.47 ---- 2.24 3.16
1.6 4.46 I-- 2.21 3.20
1.3 4.42
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基板の結晶構造と測定系の幾何学的配置から推定して取り除いた｡
表 1及び図1に解析結果を示す01)試料 C1において酸素の混入によりNb-Nb原子間隔が著
しくバルクNbCと異なるこ~とが明らかになり-,~これが異常な温度依存性の原因であると考えられる｡
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